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1 ) 変化しない文の主成分 〈名〉








































































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
一 二 三 四 五 六 七 八 九 十
いち に さん し ご ろく しち はち く じゅう
11 12 20 30 40 50 60 70 80 90
十一 十二 二十 三十 四十 五十 六十 七十 八十 九十
じゅういち じゅうに にじゅう さんじゅう しじゅう ごじゅう ろくじゅう しちじゅう はちじゅう くじゅう
100 500 800 1ｼ000 10ｼ000 150ｼ000 1ｼ000ｼ000
百 五百 八百 千 萬 十五萬 百萬
ひゃく ごひゃく はっぴゃく(＊) せん まん じゅうごまん ひゃくまん
1 2 3 4 5
ひとつ ふたつ みつ よつ いつつ
6 7 8 9 10








































































































































































































































































































































































































































(񨌜񨌜񨌜񨌜񨌜񨌜񨌜񨌜)〈さくら〉は，⽛桜⽜のこと。学名は Prunus Pseudo-cerasus Lindl.
〈より〉は，比較に用いられる奪格の助詞。〈むめ，うめ〉は，⽛プラム⽜のこ






























































































































































( 3 ) ウィリアム・ジョージ・アストン(1841-1911)は英国外交官であり，アー
ネスト・サトウと並んで，初期の重要な日本学研究者の一人。






( 5 ) ⽛第五だけはしばんと発音するのではない⽜とあるが，前後の説明が通じ
ないので，⽛第四だけは⽜に訂正した。
( 6 ) 原文では⽛過去形⽜とあるが，ここは⽛命令形⽜ではないかと推測される。
鈴木重胤は命令形のことを⽛既然言⽜と呼んでおり，すでにおこなわれた様
子(例：見せばや)をあらわす活用形とする。その影響を受けたのであろう。
( 7 ) 同様。
( 8 ) 同様。
( 9 ) ソックスとは，舞台俳優が履く低く平らな底の靴のこと。コトゥルンとは，
ギリシア悲劇の俳優が履く高下駄のこと。
(10) ⽝瑞穂草 第一部⽞に記載。
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